
工
事
施
工
が
問
題
な
の

か
…
？

4
月
29
日
（
水
）
11
時
32
分

頃
、
東
北
新
幹
線
郡
山
駅
構
内

で
架
線
が
切
断
し
、
約
4
時
間

に
わ
た
り
運
転
を
見
合
わ
せ
る

と
い
う
重
大
な
輸
送
障
害
が
発

生
し
た
。
4
月
12
日
の
電
柱
が

倒
壊
し
線
路
を
支
障
す
る
と
い

う
重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
が
発
生

し
た
直
後
で
あ
り
、
世
間
の
信

頼
を
大
き
く
損
ね
た
。

会
社
は
こ
の
事
故
に
つ
い
て
、

郡
山
駅
構
内
の
上
下
わ
た
り
線

の
架
線
（
ト
ロ
リ
線
）
が
断
線

し
、
原
因
は
本
線
を
高
速
で
通

過
す
る
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
が
わ
た

り
線
の
ト
ロ
リ
線
に
接
触
し
、

切
削
を
伴
っ
て
摩
耗
が
進
行
し

た
結
果
、
断
線
し
た
と
し
て
い

る
。
ま
た
今
回
の
事
象
に
至
る

経
過
と
し
て
、
架
線
支
持
物

（
可
動
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
）
の
取
替

工
事
に
よ
る
本
線
と
わ
た
り
線

の
高
低
差
は
規
定
値
の
最
小
値

の
50
mm
で
あ
り
、
ま
た
架
線
金

具
の
重
み
に
よ
り
そ
の
値
を
下

回
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と

し
て
い
る
。
（
Ｊ
Ｒ
ひ
が
し
２

０
１
５
年
7
月
号
）

予
兆
は
あ
っ
た
の
だ
が

し
か
し
、
今
回
の
事
故
に
至

る
ま
で
、
昨
年
の
6
月
に
も
同

様
の
事
象
が
白
石
蔵
王
駅
構
内

で
発
生
し
て
お
り
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
側
の
検
査
に
よ
る
発
見
で

事
な
き
を
得
て
い
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
同
種
事
故
の
未
然
防
止

策
を
実
施
し
て
こ
な
か
っ
た
会

社
側
の
対
応
に
は
疑
義
が
あ
る
。

ま
た
こ
の
間
の
事
象
に
問
題

提
起
を
し
て
き
た
保
全
担
当
の

組
合
員
の
意
見
に
し
っ
か
り
と

耳
を
傾
け
な
か
っ
た
現
場
と
支

社
に
も
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
。

地
方
本
部
は
こ
の
事
故
を
受

け
て
、
地
本
安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
（
座
長
：
地
本
業
務

部
）
と
地
本
電
気
協
議
会
（
千

葉
薫
議
長
）
を
通
じ
て
議
論
を

開
始
。

2
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

の
議
論
と
電
気
協
議
会
の
専
門

部
（
新
幹
線
強
電
分
科
会
）
な

ど
の
議
論
を
経
て
、
要
求
書
を

作
成
し
、
8
月
25
日
支
社
に
対

し
て
申
25
号
を
提
出
し
、
今
後

議
論
を
行
う
予
定
だ
。

第２７０６号 国労せんだい ２０１５年９月１５日
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7
・
11

第
60
回
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
学
習
会

7
・
14

第
11
回
地
本
執
行
委
員
会
・
支
部
代
表
者
会
議

7
・
30
〜
31

第
84
回
定
期
全
国
大
会

8
・
7

第
12
回
地
本
執
行
委
員
会

8
・
19

地
本
調
査
部
長
会
議

8
・
21

東
北
貨
物
協
議
会
幹
事
会

8
・
22

第
48
回
安
プ
ロ
・
第
39
回
業
長
会
議

8
・
24
〜
25

第
28
回
東
日
本
本
部
大
会

8
・
30

第
61
回
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会

8
・
31

第
13
回
地
本
執
行
委
員
会

9
・
6

地
本
組
織
部
長
会
議

9
・
14

第
14
回
執
行
委
員
会
・
支
部
代
表
者
会
議

4
月
12
日
、
山
手
線
神
田
駅
・
秋
葉
原
駅
間
で
、
架
線
を
引

き
留
め
て
い
る
電
化
柱
が
倒
壊
す
る
と
い
う
重
大
な
輸
送
障
害

事
故
を
発
生
さ
せ
、
続
い
て
4
月
29
日
に
は
新
幹
線
郡
山
駅
構

内
で
架
線
が
切
断
し
大
き
な
輸
送
障
害
と
な
っ
た
。

地
方
本
部
は
度
重
な
る
設
備
に
起
因
す
る
輸
送
障
害
事
故
を

重
く
受
け
止
め
、
原
因
究
明
と
再
発
事
故
防
止
に
向
け
た
議
論

を
「
地
本
安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
で
実
施
し
、
要
求

を
集
約
し
て
仙
台
支
社
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

Ｎo . 2706
2015年9月15日
発行責任者 大沼 元

編集責任者 武田昌仙

国労仙地申第25号

1、トロリ線断線の原因を明らかにされたい。

2、仙設電第119号で1-②にある、わたり線装置
の新たに高低差管理する箇所に900mmに加え300
mmと600mmを追加する理由を明らかにされたい。

3、同1‐④にある「6ヶ月に1回、現地での測定」
とあるが、検測車で測定することを施策として
きたが、なぜ現地での測定をするのか明らかに
されたい。

4、仙設電第119号で、わたり線装置の管理値60
mm～70mm以外は即修または14日以内に改修とあ
るが、測定器と測定者によって誤差が生じるが、
その誤差をどのように考えるか明らかにされた
い。

5、同1-⑥にある、実施時期で「当面の間」とあ
るが、何をもって終了するのか明らかにされた
い。

6、検測車システムがなぜ断線を未然に防げなかっ
たのか明らかにされたい。

7、今回の断線事故以前の平成26年6月に郡山駅
構内上下わたり線での異常摩耗、平成26年9月
にも白石蔵王駅で同箇所の異常摩耗が発見され
たが、その原因を明らかにされたい。

8、仙台支社内で局部摩耗が多発しているが、仙
台支社及び他支社の件数と原因を明らかにされ

たい。

9、平成26年3月15日ダイヤ改正後からＥ5+Ｅ6編
成の320Km/ｈ走行が開始されたが、今回の断線
事故及び一連の局部摩耗発生との関連性を明ら
かにされたい。また今後の保全方法について明
らかにされたい。

10、平成27年6月に白石蔵王構内で要注意データ
によって局摩箇所（手測定値は摩耗限度を下回
る12.1mm ）が発見される、あわや断線の事象
があったが原因を明らかにされたい。また、同
ドラムが張替計画に反映されていたか明らかに
されたい。

11、要注意速報データの処理についての技セ・
メセの役割とチェック体制を明らかにされたい。

12、今回の上下わたり線の断線事故を防ぐため
に、検測車による要注意データの項目にわたり
線の摩耗及び接触（仮名）等の機能をシステム
化されたい。

13、新幹線検測車システム（ツインズ）の担当
者への研修教育を実施されたい。

14、新幹線電気軌道総合検測車でのトロリ線保
全管理について今後の考え方を明らかにされた
い。

15、会社開催の各種ワーキング会議と設備保全・
工事等での規定・保全標準・施工標準の関わり
合いについて考え方を明らかにされたい。

断線したトロリ線の復旧作業現場



第
84
回
国
労
定
期
全
国
大
会

は
7
月
30
日
〜
31
日
、
越
後
湯

沢
・
湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。

衆
議
院
で
戦
争
法
案
が
強
行

採
決
さ
れ
た
直
後
の
大
会
で
も

あ
り
、
高
野
中
央
執
行
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
を
始
め
、
多
く
の

来
賓
か
ら
「
国
労
が
運
動
の
中

核
を
担
い
奮
闘
を
」
と
の
激
励

を
受
け
た
。
こ
う
し
た
情
勢
を

受
け
、
方
針
案
の
討
論
で
は
、

多
く
の
代
議
員
が
「
国
会
包
囲

網
行
動
に
結
集
し
よ
う
」
と
訴

え
た
。

ま
た
労
働
者
派
遣
法
の
改
悪

が
施
行
さ
れ
れ
ば
、
JR
関
連
労

働
者
は
も
と
よ
り
JR
本
体
社
員

の
労
働
条
件
の
低
下
・
影
響
は

避
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
労

働
法
制
反
対
の
取
り
組
み
の
強

化
が
訴
え
ら
れ
た
。

戦
争
法
案
廃
案
・
労
働
法
制

改
悪
阻
止
の
運
動
と
連
動
し
、

16
春
闘
を
官
製
春
闘
か
ら
労
働

者
中
心
の
春
闘
に
変
え
る
取
り

組
み
、
ま
た
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組

み
は
殆
ど
の
代
議
員
が
触
れ
、

引
き
続
き
機
関
に
集
中
す
る
こ

と
、
そ
し
て
国
労
運
動
を
JR
本

体
と
関
連
職
場
に
も
継
承
・
発

展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
全
体
で

確
認
し
た
。

新
役
員

中
央
執
行
委
員
長

坂
口

智
彦
（
千
葉
）

中
央
執
行
副
委
員
長

佐
々
木

隆
一
（
広
島
）

書
記
長

唐
沢

武
臣
（
高
崎
）

中
央
執
行
委
員

井
村

好
博
（
千
葉
）

星
野

高
志
（
東
京
）

矢
部

雄
一
（
東
京
）

滝
口

良
二
（
東
京
）

第
29
回
国
労
東
日
本
本
部
定

期
大
会
は
8
月
24
日
〜
25
日
、

さ
い
た
ま
市
・
ラ
フ
レ
さ
い
た

ま
で
開
催
さ
れ
た
。

討
論
で
は
経
過
で
7
人
、
方

針
で
18
人
が
発
言
。
仙
台
地
本

の
代
議
員
も
5
人
が
積
極
的
に

発
言
し
討
論
に
参
加
し
、
経
過

と
運
動
方
針
が
承
認
さ
れ
た
。

役
員
改
選
で
は
、
委
員
長
の

み
複
数
の
立
候
補
が
あ
り
選
挙

と
な
っ
た
。
ま
た
機
関
紙
表
彰

で
は
仙
台
地
本
の
4
機
関
が
表

彰
さ
れ
た
。

○
選
挙
結
果

菊
池
忠
志
（
水
戸
）
36
票

曽
我
浩
之
（
仙
台
）
12
票

新
役
員

執
行
委
員
長

菊
池

忠
志
（
水
戸
）

執
行
副
委
員
長

宮
﨑
浩
則
（
東
京
）

書
記
長

佐
藤
正
幸
（
長
野
）

執
行
委
員

伊
藤
隆
夫
（
東
京
）

武
田
幸
喜
（
仙
台
）

武
笠
秀
也
（
東
京
）

樋
口
孝
重
（
東
京
）

渡
辺
信
之
（
東
京
）

機
関
紙
表
彰

○
最
優
秀
表
彰

団
結
（
通
算
５
０
０
号
）

仙
台
総
合
車
両
所
支
部

郡
工
情
報
（
年
間
53
号
）

郡
山
工
場
支
部

○
優
秀
表
彰

分
会
通
信
（
年
間
48
号
）

郡
山
工
場
貨
物
分
会

団
結
（
年
間
39
号
）

仙
台
総
合
車
両
所
支
部

ろ
ば
た
（
31
号
）

東
北
工
事
事
務
所
分
会

第
3
回
国
労
東
日
本
本
部
ゴ

ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
9
月
7

日
、
千
葉
県
房
総
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
房
総
ゴ
ル
フ
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

各
地
方
本
部
の
腕
自
慢
の
ゴ

ル
フ
ァ
ー
精
鋭
4
人
を
選
出
し
、

全
13
チ
ー
ム
で
熾
烈
な
戦
い
を

繰
り
広
げ
た
結
果
、
見
事
仙
台

チ
ー
ム
が
準
優
勝
の
栄
冠
に
輝

き
ま
し
た
。

仙
台
地
本
チ
ー
ム
（
村
上
晃

一
、
阿
部
貴
弘
、
中
鉢
悟
、
青

野
恒
男
の
4
人
、
敬
称
略
）
は
、

優
勝
し
た
東
京
地
本
上
野
チ
ー

ム
に
僅
か
に
届
か
な
か
っ
た
も

の
の
、
素
晴
ら
し
い
成
績
で
栄

冠
を
手
中
に
し
ま
し
た
。

仙
台
地
方
本
部
は
、
昨
年
の

東
日
本
本
部
主
催
の
野
球
大
会

で
準
優
勝
、
ま
た
同
駅
伝
マ
ラ

ソ
ン
大
会
で
も
準
優
勝
し
、
ま

た
別
掲
記
事
の
通
り
機
関
紙
表

彰
で
も
他
地
本
を
圧
倒
す
る
表

彰
を
受
賞
し
て
お
り
、
労
働
運

動
だ
け
で
な
く
文
化
ス
ポ
ー
ツ

部
門
に
お
い
て
も
非
凡
な
才
能

を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
が
今
回

の
ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果
で
も
証

明
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
勢
い
で
私
た
ち
の
最
重

要
課
題
で
あ
る
「
組
織
強
化
・

拡
大
」
の
取
り
組
み
に
弾
み
を

つ
け
て
全
力
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

【
昌
】

団
体
成
績

優
勝

東
京
地
本
上
野
支
部

（
グ
ロ
ス
4
人
合
計
３
３
６
）

準
優
勝

仙
台
地
本

（
同
合
計
３
４
０
）

3
位

東
京
地
本
大
宮
地
区
本

部
（
同
合
計
３
４
１
）

個
人
成
績

優
勝

東
京
地
本
上
野
支
部

鳥
羽

静
さ
ん

（
40
・
38

合
計
78
）

仙
台
地
本
の
参
加
者
成
績

第
4
位

村
上

晃
一
さ
ん

（
38
・
45

合
計
83
）

第
7
位

中
鉢

悟
さ
ん

（
41
・
43
合
計
84
）

第
12
位

青
野

恒
男
さ
ん

（
44
・
42

合
計
86
）

第
20
位

阿
部

貴
弘
さ
ん

（
37
・
50

合
計
87
）
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退
職
の
お
知
ら
せ

6
月
28
日
付

千
葉

徹
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区

6
月
30
日
付

宮
城

章
さ
ん

小
牛
田
駅
連
合

昆

猛
彦
さ
ん

東
北
工
事
事
務
所

（
JR
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）

7
月
31
日
付

村
上

晃
一
さ
ん

仙
総
台
車

（
JR
東
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

本
田

文
雄

会
津
若
松
地
区

（
J
テ
ッ
ク
若
松
）

今
野

一
郎
さ
ん

仙
石
線
駅
連
合

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
高
砂
駅
）

及
川

誠
助
さ
ん

小
牛
田
保
線
区

土
屋

忠
男
さ
ん

仙
台
保
線
区

（
仙
建
レ
ー
ル
）

伊
藤

政
志
さ
ん

東
北
工
事
事
務
所

（
JR
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）

伊
東

義
則
さ
ん

仙
台
保
線
区

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
用
地
）

○
エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
退
職

橋
本

昭
二
さ
ん

仙
総
車
体

（
JR
東
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

駒
木
根

孝
一
さ
ん

郡
山
駅
連
合

（
Ｊ
テ
ッ
ク
郡
山
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

出
向

8
月
１
日
付
  
（
簡
苦
）

山
王
丸

正
寿
さ
ん

山
形
車
両
セ
ン
タ
ー

←
J
テ
ッ
ク
山
形

 
国
労
せ
ん
だ
い
8
月
18
日
付

号
外
で
地
方
大
会
代
議
員
の
代

議
員
名
簿
に
一
部
誤
記
載
が
あ

り
ま
し
た
。
宮
城
県
支
部
の
佐

藤
次
夫
代
議
員
の
職
名
を
輸
送

指
導
係
に
、
ま
た
東
北
自
動
車

支
部
の
早
坂
修
悦
代
議
員
の
勤

務
箇
所
を
古
川
営
業
所
に
訂
正

し
お
詫
び
し
ま
す
。

右から中鉢氏、阿部氏、青野氏、村上氏、東日本菊池委員長


